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 陸上競技の 110mハードル走は、9.14m間隔に設置されたハードルを 10台越えながら疾走する競技で
あり、競技レベルに関わらずハードル間を 4歩で走るという特徴がある。そして、その 4歩にはそれぞ
れ固有の役割があることが指摘されているが、各歩の関連性を考慮した上でバイオメカニクス的に分析
されたものはない。そこで本研究では、一流 110m ハードル走選手の 1 サイクル区間の動作を分析し、
疾走速度に関係するバイオメカニクス的要因を明らかにするとともに、その知見をもとに 1サイクル時
間の短縮に有効かつトレーニングの現場で簡便に実施できるトレーニング法を提案することを目的と
した。そして、以下に示す 3つの研究課題を設定した。研究課題 1では、一流 110mハードル走選手の 1
サイクル区間の動作を 2次元的に分析し、疾走速度および脚長と関係のあるキネマティクス的要因を明






 研究課題 1および研究課題 2では，公認競技会における 110mハードル走レースに参加した国内外の一
流男子選手 29 名を分析対象者とした。インターバル区間では側方から 2 次元撮影、ハードリング区間













































 平成 27 年 2 月 9 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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